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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学社会学・科学技術史 
キーワード：オーラルヒストリー、アーカイブズ。巨大科学、現代史、資源共有化、映像、資源共有化 
 
１．研究計画の概要 
(1)我が国における巨大科学について科学史・社会

史的に調査する。文献資料では足りない点を補う

ために、様々なアクターの記憶をオーラルヒスト

リーの手法で記録し、これをアーカイブズするこ

とによって、研究者が広く利用できるシステムを

構築する。 

(2)このため、組織的なオーラルヒストリーの方法

を確立し、また、オーラルヒストリー（インタビ

ュー映像も含む）のアーカイブズのありかたにつ

いても検討し、実行可能な方策をさぐる。 

(3)いくつかの試行を行い、実行可能であると考え

られる方法を確立し、本格的な調査を試行し、そ

の成果を利用した歴史研究を行う。  

 
 
２．研究の進捗状況 
 
現在では、上記（３）の段階にあり、研究は完成

段階を迎えている。自然科学を対象としてオーラ

ルヒストリーを行う研究者グループも形成され、

research question のリストも共有されるように

なった。また、アーカイブズ組織とインタビュー

組織の分離を行うことによって、機関アーカイブ

ズが直接行うオーラルヒストリープロジェクトで

は起こりえる問題点を回避できることが明らかに

なった。 

 

最終年度である２１年度には、試行的（実証実験）

なプロジェクト「KEK（旧高エネルギー物理学研究

所、現高エネルギー加速器研究機構）最初の１０

年」を行い、インタビュー記録を KEK 史料室にア

ーカイブ、保存、公開する。また、この資料を用

いた、我が国における巨大科学についての科学

史・社会史的な研究を試行する。 

 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
インタビューからアーカイブズまでの一連の流れ

について。手法を確立。試行も順調に進んでいる。

本研究の課題は本質的には達成されたと思われる

が、これを実証実験（本格的試行）によって証明

する段階である。 

 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
確立された方法を適応し、高エネルギー物理学研

究所設立直後に関する科学史、社会史的な記録を

作成し、KEK 史料室に保管・公開する。また、こ

れらの資料を利用した科学史・社会史的共同研究

を行い、巨大科学に対するオーラルヒストリーを

用いた研究方法を学界に提示する。これによって、

更なる深化を試みることが可能となる。 

 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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